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徳島県南部，大木屋崩壊地の地形・堆積物の特徴と形成時期の推定
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Abstract: The Ogoya Landslide is a large failure of 8.6 ha area in south Tokushima Prefecture, southwest 
Japan.  Both re-sedimented humic soil and tephric loess overlie the slide deposits composed of angular 
boulders of sandstone.  The tephric loess intercalates a thin deformed humic soil layer with AMS 14C age 
of 4,050±40 yrs BP, and contains entirely volcanic glass shards of the 26-29 ka Aira-Tanzawa Tephra (AT).  
This stratigraphy suggests that the landslide predate to 26-29 ka.  Average incision rate of the upper reach 
of Kaifu River after the failure is estimated to less than 1.0 mm/yr.
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概報‐Report

１．はじめに

　四国の大規模マスムーブメントの分布は，東西方向
の帯状の地質構造と密接に関係している．面積1.5 ha
以上の大規模マスムーブメントは総数で1,647箇所に達
するが，その85 %は三

さ ん ば が わ

波川帯，御
み か ぶ

荷鉾帯及び秩父帯に
集中し，領

りょうけ

家帯及び四
し ま ん と

万十帯には少ない（寺戸，1986）．
四万十帯の大規模マスムーブメントの研究は，歴史時代
に発生した保

ほ せ

勢の崩壊（小出，1963；井上ほか，2005な
ど），加

か な ぎ

奈木崩れ（中村，1955；Machida，1966；千木良
ほか，1998；植木，2007など）を除いて特に遅れている．
また，四国の大規模マスムーブメントの中で，14C年代
やテフラによって発生時期が決定されたものは限られて
いる（林・山口，1971；Furuya and Yoshioka，1976；岡林
ほか，1978；寺戸・甲藤，1980；寺川ほか，1981；長谷
川ほか，1982；長谷川，1986，1999；檜垣，1992；夕部・
岡村，2001；植木，2005など）．四国の大規模マスムー
ブメントと第四紀地殻変動，河成段丘の形成史との関係

（永井，1976；古谷，1976）や発生集中時期の存在（水谷，
1986）を議論するためには，大規模マスムーブメントの
年代をいっそう蓄積することが必要である．寺戸（1992）
は，地形面を覆うローム層やテフラ，14C年代試料の不
足を補うため，大規模マスムーブメントの移動体末端が
当時の河床まで到達していたと仮定し，移動体末端と現
河床との比高を周辺地域の河川の下刻速度で除すること

によって，大規模マスムーブメントの年代を求めた．し
かし，四国では河成段丘の編年も遅れており，河川の下
刻速度のデータは不足している．
　本研究では，徳島県東部，海

か い ふ

部郡海陽町（旧海南町）
大
お お ご や

木屋にある古期崩壊地を大木屋崩壊地と呼ぶ．そして，
大木屋崩壊地の地形，堆積物の特徴を記載し，堆積物を
覆う埋没腐植土層の 14C年代とローム層中の火山ガラス
片の広域テフラとの対比に基づいて，崩壊の発生時期を
推定する．なお，本研究は産業技術総合研究所による5
万分の1地質図幅「北川」の調査・研究として行われたも
のである．

２．大木屋崩壊地周辺の地形，地質の概要　

　大木屋崩壊地は大木屋集落の約300 m西の海部川上流，
大木屋谷の左岸にあり（図1），そこは “藤助”あるいは

“トウスケ”と通称されている．大木屋崩壊地の周辺には，
比高数100 mの急傾斜の山地斜面が広がる．大木屋谷沿
いには大木屋集落のある現河床と4 m程度の比高を持つ
侵食性の河成段丘が断続的に認められるが，その年代は
明らかにされていない．大木屋崩壊地の地形は，従来，
大木屋谷の蛇行した旧流路（徳島県，1985；寺戸，1995）
とその背後の崖錐斜面（麓屑面）（徳島県，1985）とされ
ていた．
　大木屋崩壊地の母岩は四万十帯の轟

とどろき

亜帯（石田，1995）
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であり，塊状の砂岩を主体とし，泥岩及び礫岩を伴う．
轟亜帯は，安

あ き が わ

藝川層中部（鈴木，1931），日
ひ わ さ

和佐層北部（中
川ほか，1980；公文，1981），日野谷層群北部（山崎ほか，

1987）に相当する．放散虫群集組成から，轟亜帯の年代
は後期白亜期のConiacian期からSantonian期とされる（中
川ほか，1980）． 
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第1図  大木屋崩壊地の位置とその周辺の崩壊地形分類図
基図は海陽町（旧海南町）発行の縮尺1万分の1地形図を使用．I-II測線は第2図 の地形・地質断面図の位置を示す．1～7
の番号は，本文と第3図の地点1～7を示す．矢印は崩壊の移動方向を示す．

Fig. 1  Location and landslide geomorphic map of the Ogoya Landslide in southern Tokushima Prefecture, southwest Japan
Base map is after 1: 10,000 topographic map by defunct Kainan Town Office.  Line I-II corresponds to the geomorphic and geologic 
cross-section in Fig. 3.  The numbers 1-7 indicate the localities 1-7 in the text and Fig. 3.  The arrow denotes the collapse direction of 
the landslide.  



− 215 −

徳島県，大木屋崩壊地の記載と編年 （植木）

３．大木屋崩壊地の記載

　縮尺1.5万分の1空中写真，縮尺1万分の1地形図を判
読した結果，大木屋崩壊地の地形は，発生域の崩壊壁と
その前面の堆積域のマウンド，マウンドを取り囲む平坦
面に分けられることが明らかになった（図1）．崩壊地全
体の面積は約8.6 haである．マウンド下方の地点1付近
では，母岩の砂岩勝ち砂岩泥岩互層が露出しており，そ
の走向，傾斜はN80°E，70°Sである．したがって，南南
東方向への崩壊は母岩の層理面に対して流れ盤であると
言える．
　堆積域のマウンド，平坦面において，露頭観察及びス
コップを用いた簡易掘削を行った．マウンドを構成する
崩壊堆積物及び被覆層は，以下の通りである（図2）．地
点2はマウンド頂部にあり，そこではマウンドを構成す
る最大径80 cmの角礫層が見られる．地点3は地点2の約

4 m下方にあり，そこでは層厚20 cm以上の最大径40 cm
の角礫層と，それを覆う角礫を多量に含む層厚10 cmの
腐植土層が見られる．地点4，1は地点2からそれぞれ約
8 m，約21 m下方にある．地点4では，層厚80 cm以上の
ローム層を層厚約30 cmの腐植土層が覆い，それらには
角礫が多く含まれている．ローム層の上面から30～60 
cm下位の層準には，層厚2～5 cmの腐植土層がパッチ状
にはさまれている．この埋没腐植土層中には多量の炭化
木片が含まれており，その上下のローム層中にも径2 cm
以下の炭化木片が散在している．地点1では，母岩上に
マウンドを構成する角礫層が見られる．崩壊壁と地点1
を結ぶと，マウンドを構成する崩壊堆積物の層厚は最大
20 mと見積もられる（図3）．
　平坦面を構成する崩壊堆積物は，以下の通りである（図
2）．地点5は地点2の約10 m下方にあり，そこでは層厚
2.5 m以上の無層理，不淘汰な最大径25 cmの角礫層が見
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第2図  堆積域のマウンド，平坦面
の構成層，被覆層の柱状図 
A～Dはローム層の採取層準．
各地点の位置は第1図に示す．

Fig. 2  Geologic columnar sections of 
the slide and overlying deposits 
A-D indicates sampling horizons 
of re-sedimented tephric loess.  
Each locality is shown in Fig. 1.
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られる．地点6は平坦面上にあり，下位から層厚5 cm以
上のシルト質ローム層，層厚20 cmのローム層，層厚10 
cmの腐植土層が重なり，それらには最大径15 cmの角礫
が多く含まれる．これらの地点では，円磨された河成礫
は認められないので，マウンドを取り囲む平坦面は海部
川の旧流路ではないことは明らかである．
　発生域の標高約380 m以下の崩壊壁下部と堆積域の平
坦面の一部は，崖錐に覆われており，崖錐の末端は遷緩
線をなす（図1，図3）．地点7では，崖錐を構成する層厚
30 cm以上の角礫層が見られる．その上には，層厚約1 m
のローム層，層厚30 cmの腐植土層が重なり，それらに
は径5～15 cmの角礫が多く含まれる．

４．崩壊堆積物を覆うローム層中の埋没腐植土層
の 14C 年代と火山ガラス片の広域テフラとの
対比

　地点4では，マウンドを構成する角礫層を覆うローム
層が見られる．ローム層中の埋没腐植土層中の炭化木片

を採取し，加速器質量分析（AMS）法による 14C年代測定
に供した．測定はBeta Analytic社に依頼した．その結果，
試料のδ13C値（-24.2 ‰）に基づいて同位体分別を補正し
た 14C年代は，4,050±40 yrs BP（Laboratory number: Beta-
205180）であった．
　ローム層を層厚20 cmごとに一括して採取し，その中
に含まれる火山ガラス片を抽出した（図2）．その結果，
ローム層上面から深度0～20 cm（層準A），20～40 cm（層
準B）及び40～60 cm（層準C）からは，透明，褐色，黒
色のバブルウォール型の火山ガラス片が見出された．一
方，テフラ起源の石英，角閃石，輝石は認められなかっ
た．（株）京都フィッショントラック製の温度変化型屈折
率測定装置RIMS2000を用いて，火山ガラス片の屈折率
を測定した結果，屈折率が1.497-1.500と1.509-1.514のレ
ンジを持つ2つの火山ガラス片の集団に分けられた（表
1）．層準A，B及びCでは，高屈折率側の火山ガラス片の
火山ガラス片全体に対する割合は，それぞれ約40 %，70 
%及び30 %であった．ローム層上面から深度60～80 cm

（層準D）では，透明なバブルウォール型の火山ガラス片

500

400

300

(m)

0 100 200 300 400
(m)

Ogoya Creek

Host rock
sandstone

Slide
deposits

Colluvial
deposits

I

II

Slide wall

Loc. 1

290

265

第3図  大木屋崩壊地の地形・地質断面 
第1図のI-II測線に対応．

Fig. 3  Geomorphic and geologic cross-section of the Ogoya Landslide 
The cross-section corresponds to the Line I-II in Fig. 1.
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のみが見出され，その屈折率のレンジは1.499-1.500で
あった．後期更新世の広域テフラの火山ガラスの形状，
色，屈折率（町田・新井，2003）と比較すると，これらの
低屈折率側及び高屈折率側の火山ガラス片は，それぞれ
姶
あ い ら

良Tnテフラ（AT：町田・新井，1976）及び鬼
き か い

界アカホ
ヤテフラ（K-Ah：町田・新井，1978）に対比できる．し
たがって，地点4のローム層の層準A，B，CにはATとK-Ah
が，層準DにはATのみが含まれていることになる．

５．大木屋崩壊地の形成時期の推定

　大木屋崩壊地の堆積域のマウンドは角礫から構成さ
れ，母岩の層理面は失われている．したがって，地点4
で見られるローム層，腐植土層は，発生域の斜面を覆っ
ていたものがそのまま移動したのではないことは明らか
である．すなわち，崩壊の発生とマウンドの形成は，被
覆層（ローム層，腐植土層）の堆積以前である．地点4 の
ローム層中にはATと K-Ahが混在し，パッチ状の腐植土
層がはさまれている．また，マウンドの頂部から斜面下
方に向かって被覆層（ローム層，腐植土層）の層厚が増大
し，その中に角礫が多く含まれる．これらから，マウン
ドの形成後に，被覆層がマウンドの頂部から斜面下方へ
断続的に移動し，ローム層中に2つのテフラと腐植土層
が混在したと考えられる．崩壊の発生とマウンドの形成
は，2.6～2.9万年前（町田・新井，2003）のATの降下以前
である．大木屋崩壊地の形成時期は後期更新世以前であ
ることは確実であるが，中期更新世までさかのぼるかは
不明確である．

６．崩壊発生後の海部川上流部の下刻速度

　大木屋地崩壊地の堆積域の末端は，現在は標高約295 
mの地点1付近にある（図1，図3）．現成の大規模マスムー
ブメントの移動体は，通常，現河床まで到達することか
ら，移動体の末端が現河床に達していない大規模マス
ムーブメントは活動を停止したものであり，移動体の末
端は河川に侵食されたと見なされる（寺戸，1992）．大木
屋崩壊地の場合も，崩壊堆積物が大木屋谷の河床付近ま
で達したが，その後，大木屋谷の侵食によって失われた
と考えられる．そこで，崩壊堆積物の基底を大木屋谷の
方に延長すると，当時の河床は標高290 m付近となる（図
3）．大木屋谷の現河床高度は標高265 mであることから，
崩壊発生後の大木屋谷の下刻量及び平均下刻速度は，そ
れぞれ約25 m及び1.0 mm ／年以下と見積もられる．
　大木屋崩壊地の約8.5 km北西にある那賀郡那賀町
木
き と う

頭宇
う い の う ち

井ノ内（図1：世界測地系で東経134°09′18″，北緯
33°44′39″）にはATをはさむ段丘堆積物が分布し，那賀川
上流部のAT降下以後の平均下刻速度は1～2 mm ／年と
見積もられている（寺戸，1986，1992）．また，大木屋
崩壊地の約14.5 km北北西にある那賀町木頭中内（図1：
世界測地系で東経134°08′58″～09′24″，北緯33°47′45″～
48′07″）には，ATの降下以後で，K-Ahの降下以前のある
時期に発生した大規模崩壊地があり，崩壊発生後の那賀
川上流部の平均下刻速度は0.9～3.4 mm ／年と見積もら
れている（植木，2005）．したがって，大木屋崩壊地形成
後の海部川上流部の平均下刻速度は，四国山地中軸部に
近い那賀川上流部と比較して，最大でも同程度であり，
最小では3分の1以下となる．

第1表  地点4のローム層に含まれる火山ガラス片の屈折率一覧 
採取層準は第2図に示す．

Table 1  Refractive indices of volcanic glass shards in the re-sedimented tephric loess at Loc. 4 
Sampling horizons are shown in Fig.2.
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７．まとめ

　本研究では，崩壊堆積物上に再堆積したローム層中
の埋没腐植土層の 14C年代とローム層に混在するATから，
徳島県東部，海部郡海陽町大木屋にある大木屋地崩壊地
の形成時期を2.6～2.9万年前のAT降下以前と推定した．
また，大木屋地崩壊地形成後の海部川上流部の平均下刻
速度を0.8 mm ／年以下と見積もった．四国の大規模マ
スムーブメントと第四紀地殻変動や河成段丘の形成史と
の関係，地すべりの発生集中時期を議論するためには，
今後，より多くの地域で大規模マスムーブメントの記載
と編年を進めることが必要である．特に，従来，大規模
マスムーブメントが少ない地質帯とされた四万十帯では，
大規模マスムーブメントの抽出も重要である．

謝辞：温度変化型屈折率測定装置RIMS2000の使用に際
しては，首都大学東京都市環境学部の鈴木毅彦教授に便
宜をはかっていただいた．地質情報研究部門の小松原琢
氏の査読によって，本稿は改善された．以上の方に深く
感謝致します．
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